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プ
ロ
で
は
な
い
参
加
者
が
力

を
出
し
合
う
イ
ベ
ン
ト
「
Ｄ
Ｉ

Ｙ
デ
ー
」。
水
ゴ
ケ
で
茶
色
に
汚

れ
た
水
槽
の
壁
面
と
沈
め
て
い

た
大
小
の
石
は
一
個
ず
つ
丁
寧

に
洗
い
流
し
た
。
野
鳥
や
ウ
リ

坊
な
ど
小
動
物
の
剥
製
は
、
ハ 

                

熊
南
峰
が
撮
影
し
、
広
島
市

の
大
島
写
真
館
が
一
九
二
二
年 

     

     

ケ
で
注
意
深
く
ホ
コ
リ
を
取
り

除
い
た
。
焦
げ
茶
色
の
木
製
の

イ
ス
は
塗
り
直
し
、
深
み
を
増

し
た
。
大
型
写
真
は
春
夏
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
展
示
替
え
し
た
。
広

大
生
は
ア
ク
リ
ル
板
で
新
し
く

展
示
ケ
ー
ス
を
制
作
し
た
。 

 

Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
の
新
規
事
業
と

な
る
カ
フ
ェ
営
業
用
の
食
器
棚

を
組
み
立
て
た
り
、
コ
ー
ス
タ

ー
を
手
づ
く
り
し
た
り
し
て
、

オ
ー
プ
ン
へ
準
備
を
進
め
た
。 

 

昼
食
用
の
二
種
類
の
肉
ま
ん

は
参
加
者
の
手
づ
く
り
で
人

気
、
自
炊
し
て
い
る
学
生
の
稲

葉
啓
斗
君
が
調
理
し
た
「
い
な

ば
汁
」
も
好
評
だ
っ
た
。 

 

昨
年
秋
、
流
出
卵
で
保
護
し

た
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生 

    

年
九
月
、「
安
芸
三
段
峡
三
十
三

景
」
を
発
行
し
た
。
史
蹟
名
勝

天
然
紀
念
物
考
査
員
の
国
府
犀

東
が
、
正
式
に
三
段
峡
を
峡
谷

名
と
す
る
一
年
以
上
前
に
、
南

峰
が
そ
の
名
を
初
め
て
世
に
宣

言
し
た
写
真
集
で
あ
る
。 

 

写
真
は
「
三
十
三
景
」
に
掲

載
さ
れ
た
三
段
滝
の
下
流
約
三 

存
は
厳
し
く
、
こ
の
日
ま
で
に

二
匹
に
減
っ
た
。
う
ち
一
匹
を

放
流
し
た
＝
写
真
。
三
段
峡
漁

協
か
ら
提
供
さ
れ
、
展
示
し
て

い
た
ウ
ナ
ギ
は
大
き
い
一
匹
を

残
し
、
四
匹
を
放
流
し
た
。 

            

昨
年
秋
、
長
淵
で
産
卵
し
た

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
幼
生

を
確
認
す
る
た
め
二
月
二
十
八

日
、
元
安
佐
動
物
公
園
副
園
長

の
桑
原
一
司
さ
ん
を
講
師
に
十

人
が
調
査
し
た
。
一
昨
年
と
昨

年
誕
生
し
た
幼
生
各
一
匹
を
見 

    

〇
〇
㍍
に
あ
る
景
勝
の
槙
ケ
瀬 

（
ま
き
が
せ
）
で
あ
る
。
南
峰
は

「
緑
樹
枝
を
延
べ
て
清
瀬
に
対

し
幽
清
な
り
」
と
記
し
た
。 

 

峡
内
に
槙
は
見
ら
れ
ず
、
薪

（
ま
き
）
に
使
わ
れ
た
コ
ナ
ラ

を
指
す
方
言
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
右
の
岸
か
ら
覆
い
か
ぶ
さ

る
緑
樹
が
そ
れ
で
、
現
在
も
対 

    

    

三
段
峡
で
の
自
然
体
験
型
ツ

ア
ー
企
画
の
参
考
に
す
る
た
め

二
月
七
日
か
ら
三
日
間
、
本
宮

宏
美
事
務
局
長
と
井
上
嵩
裕
隊

員
が
、
青
森
県
十
和
田
市
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
奥
入
瀬
自
然
観
光
資

源
研
究
会
を
視
察
し
た
。 

 

同
法
人
が
拠
点
に
し
て
い
る

奥
入
瀬
渓
流
館
を
見
学
し
、
水

瀑
ツ
ア
ー
や
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ 

    

つ
け
、
三
段
峡
で
の
自
然
繁
殖

を
確
認
で
き
た
。 

 
 

 

孵
化
し
た
幼
生
は
二
、
三
月

に
巣
穴
か
ら
出
て
、
冬
の
川
底

に
集
ま
っ
た
落
ち
葉
だ
ま
り
な

ど
に
隠
れ
る
。
落
ち
葉
を
丁
寧

に
す
く
い
、
幼
生
を
探
し
た
。 

 

岸
近
く
ま
で
枝
を
張
る
。
名
称

の
由
来
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

折
り
重
な
っ
た
石
の
配
置
に

ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
く
、
中
央

下
に
立
つ
人
物
の
左
に
見
え
る

木
は
健
在
で
あ
る
＝
拡
大
写
真

左
。
峡
谷
の
岩
場
に
生
え
る
木

の
成
長
は
非
常
に
遅
く
、
百
年

経
っ
て
も
大
木
と
ま
で
は
言
え

な
い
。
例
外
は
あ
る
も
の
の
、

植
物
相
を
含
め
た
景
観
の
保
存

性
は
案
外
高
い
。（
松
尾
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

   

イ
ク
、
十
和
田
湖
カ
ナ
デ
ィ
ア

ン
カ
ヌ
ー
を
体
験
し
た
。
三
段

峡
や
深
入
山
、
樽
床
ダ
ム
な
ど
、

安
芸
太
田
町
や
芸
北
地
域
で
実

施
可
能
な
ツ
ア
ー
だ
っ
た
。 

収
益
事
業
と
な
る
ツ
ア
ー
や 

     

戸
河
内
小
学
校
六
年
生
十
一

人
が
、
総
合
学
習
で
取
り
組
ん

だ
三
段
峡
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
地
域
の
偉
人
を
調
べ
る
～
熊

南
峰
」
を
事
前
に
聞
い
て
も
ら

う
中
間
発
表
が
二
月
十
五
日
、

本
宮
炎
理
事
長
、
井
上
嵩
裕
隊

員
を
前
に
同
校
で
開
か
れ
た
。 

児
童
は
漫
画
「
峡
友
」
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
集
め
、 

 

渓
流
館
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
運
営

は
、
自
律
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
母
体

を
確
立
す
る
た
め
、
同
法
人
か

ら
株
式
会
社
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
へ

移
管
し
た
。
同
社
が
実
施
す
る

自
主
ツ
ア
ー
の
昨
年
の
売
上
高

は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
約
一
・

七
倍
に
な
り
、
受
託
ツ
ア
ー
も

好
調
に
推
移
し
て
い
る
。 

    

南
峰
の
紹
介
や
三
段
峡
の
見
ど

こ
ろ
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
新

聞
や
ス
ラ
イ
ド
、
ポ
ス
タ
ー
形

式
に
ま
と
め
て
説
明
し
た
。
ア

ド
バ
イ
ス
を
求
め
ら
れ
た
井
上

隊
員
は
「
三
段
峡
の
好
き
な
と

こ
ろ
を
も
っ
と
書
く
と
い
い

よ
」
と
答
え
た
。
さ
ん
け
ん
は
学

校
で
の
訪
問
授
業
や
三
段
峡
散

策
の
ガ
イ
ド
で
協
力
し
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

れ
る
。
県
が
実
施
す
る
峡
内
の
安

全
確
認
は
四
月
中
旬
だ
が
、
植
物

愛
好
者
は
待
ち
き
れ
ず
、
妖
精
に

会
う
た
め
探
勝
路
を
行
く
。
野
草

は
心
を
掴
む
力
を
秘
め
て
い
る
。 

  

▼
妖
精 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

寒
暖
差
の
激
し
い
冬
だ
っ
た

が
、
雪
は
少
な
く
暖
冬
に
な
っ

た
。
芽
吹
き
前
の
三
月
、
春
の
妖

精 

 

一口メモ 

精
と
言
わ
れ
る
山
野
草
が
花
を

咲
か
せ
始
め
る
。
春
雪
に
埋
も

れ
て
も
、
解
け
る
と
再
び
顔
を

出
す
。
華
奢
で
可
憐
な
花
々
だ

が
、
そ
の
逞
し
さ
に
は
驚
か
さ 

    

緑
樹
が
覆
う
槙
ケ
瀬 

岩
場
の
木
は
健
在 

（１６） 

ＬＯＵＰＥ４月再開へ「ＤＩＹデー」 

水
槽
・剥
製
を
清
掃 

カ
フ
ェ
準
備
も 

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
ウ
ナ
ギ
放
流 

奥
入
瀬
の
体
験
型
ツ
ア
ー
視
察 

 
 
 

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
調
査 

幼
生
二
匹
、
峡
内
で
の
繁
殖
確
認 

「歴
史
や
人
、
魅
力
調
べ
た
よ
」 

戸
河
内
小
六
年 

総
合
学
習
で
三
段
峡
学
ぶ 

 

 

熊南峰が撮影した 1926 年発

行の「廣嶋縣山縣郡寫眞帖」＝

写真＝が、安芸太田町安野の岡

崎正さんからさんけんへ寄付さ

れた。三段峡や町の様子、産業

など貴重な写真が載っている。  

同町加計の大倉順さんからは

旧筒賀村を対象にした「巨樹・

古木 滝紀行」（92年発行、河本

伸征さん編）が寄付された。 

 

 

寄付 

「
廣
嶋
縣
山
縣
郡
寫
眞
帖
」岡
崎
さ
ん 

「
巨
樹
・
古
木 

滝
紀
行
」 

大
倉
さ
ん 

さんけん会員や学生ら２７人が参加 

棚づくりや剥製のホコリを払う参加者 

4 月の営業再開を控え、ビジターセンターＬＯＵＰＥの準備作

業をする「ＤＩＹデー」が 2月 24 日、さんけん会員や広大さんけ

ん部員ら 27人が参加して開かれた。水槽や鳥獣の剥製を清掃し、

１年間の汚れを落とした。水槽の清掃に合わせてこの日、飼育し

ていたオオサンショウウオの幼生とウナギを峡内へ放流した。 

 

 

 

 

 


